
食品スーパーにおける節電対策について 
平成２３年６月２７日修正 

 取り組み項目 １５％削減に向けた取り組み（参考事例） 御社の取り組み 

照  明 

① 店内天井基本照明 

② 店内壁面照明・蛍光管 

③ スポット照明 

④ レジ行燈 

⑤ 演出用照明 

⑥ 事務所 

⑦ バックヤード 

⑧ 通路基本照明 

⑨ 駐車場照明 

⑩ 搭屋灯 

⑪ 看板 

⑫ 自動販売機照明 

 

天井基本照明を３０％～５０％削減 

壁面の間接照明はすべて消灯 

スポット照明はすべて消灯 

レジ行燈照明は消灯 

演出用照明はすべて消灯 

事務所内照明は５０％削減 

バックヤードは５０％削減 

通路は５０％削減 

駐車場照明は３０％削減 

消灯 

消灯 

消灯 

 

空  調 

① 事務所内 

② 休憩室 

③ バックヤード 

④ 売り場 

 

２８℃設定 

２８℃設定（使用時間の制限で稼働時間の制限など） 

２８℃設定 

基本は２６℃設定 

（冷凍・冷蔵ケースとの兼ね合いを確認して設定が必要） 

 

冷ケース 

① 冷ケース内照明 

② 農産売場 

③ 水産売場 

④ 畜産売場 

⑤ 日配食品売場 

⑥ 惣菜売場 

⑦ 飲料売場 

 

 

⑧ 冷凍食品 

⑨ アイス 

 

冷ケース内照明は、庫内照明を消灯し最上段照明のみ点灯 

農産は可能な範囲で温度設定を変更 

温度設定変更なし 

精肉は温度設定変更なし、加工肉は可能な範囲で変更 

日配食品売り場は、可能な範囲での温度設定見直し 

温度設定変更なし 

常温販売が可能なペットボトル、缶、ビンの飲料およびお酒売り場の、

温度設定の変更 

１５％削減に不足がある場合は一部稼働停止で対応（飲料、お酒など）

変更なし 

変更なし 

 

そ の 他 

① レジ 

② バックヤード（厨房機器） 

③ その他 

・コピー機、お水サービス 

・エスカレーター、エレベーター 

 

集約できる範囲で稼働台数の削減 

使っていない時の機器はコンセントを抜く 

・トイレの暖房便座、ウォシュレット、エアータオルの停止 

・トイレの照明、ファンの使用時のみの稼働など 

 

 

営業時間 

店休など 

 

 

  

＜メンテナンスの徹底＞ 冷凍・冷蔵ケースの吹き出し口および吸い込み口の定期的な清掃と冷凍庫・冷蔵庫の不良在庫の一掃など 

            照明器具および空調設備のフィルター清掃など 


